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仁
、
ア
ク
セ
ス
税
制
を
「
規
初
型

T
Y
八
に
川
呪
疋
す
る

（
第
二
次
指
令

一
と
九
行
ょ
っ
に

ハ
〉
（
ノ
七
午
七
ば
ま
で
の
全
面
白
山
化
を
求
め
る

f
〉
久
本
）
に
位
山
工
二
～
ド

小
売
い
つ
U

て
は

第

次

指

令

一
年
と
。

次
指
令
い
お
い
て
、

加
川

mp税
制
採
用
同
日
一
期
待
さ
れ
た
の
は
、

ア
ク
セ
ス
存
長
る
中
J
U梓
川
附
の

－
J
ヴ

hp川
町
長

i
（

f
y
l
 機
能
て
あ
っ
た

第

' ' ノs 
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」
れ
に
お

ア
ク
セ
ス
苅
剥
を

向

次
J
L
h

円
〈
レ
は

川
円
出
規
制
限
悶
の
権
法
号

ト

J

E
ー
：

ω札
一
カ

4

九月
1
U
A
υ

日ハ古ヤ

権
限
に
孔
ト
ヘ
す
る

当
幼
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
で
あ
る

メ
じ
ら
に
お
二
次
ぷ
L
i
に
泣
づ
き

お
盟
可
北
判
明
終
期
の
内
川
わ
ん
を
促
進

（
第
二
次
指
令

ゴ
桐

す
る
た
め
に
、
会
見
公
の
示
問
機
刈
レ
て
の
「
E
R
G
R
G

（何
r
h
c
言
ν

一
口
問
主
己
5

5

C
さ
E
v
r
λ
U
7
2
2
2
4
n
h
R一
口
去
、
一

す
と
れ
ど
口

:1 2 

エ
不
ル
ぷ

l
山
積
は
、
ー
ゴ
し
ば
凶
手
枠
に
J
E
V
h
F石
毛
り
ト
y

さ
え
ら
れ
た

叩
「
〉
「
戸
同
町
内
日
仏
門
乙
』
HW出
足
〉
ド
向
山
υ／
ィ
何
同
亡
叫

μ
「
戸
同
医
片
山
門
門
（
V4FJU仲
間
口
出
〉

H
出
口
山
口
手
、
〉
〈
何
日
中
町
「
門
町
何
同
〉
「
門
店
十
段
、
』
JH（
）
究
ト

PF

「

uhccJV）1
1
r
て

～

3
～
f
i
 

7
1
一

百

力

の

は

当

化

ギ

JJア
ス
円
司
出
化
に
川
～
ζ
f
J
M
－
す
）
け
る
－
℃
を
小
11
〆
げ

2
可

H
H
3
為
3
J♂
H
U
5
5
4
7｝
刷
出
ぺ

HNH
己
主
戸
三
プ

ズ
ヱ
G
一つ
Z

T
一二
2
3
M
d
U
F
O
5
p一
7
m
t
ア
J《
ご

J
Z
｝
除
で
に
ふ
て
戸
い
わ
さ
F

Z
ケ
（
戸
山
八
一
円
ロ
J、月一円
4
9
χ
E
日Z
己
記
（
）
で
ケ
（
A
2
－huy
－↓リハこに

つ
〕
、
円
。
巨
阿
久
間
｛
円
）
5
4
2
3
6
A｝C
＼日叶叶＼何片山門い

一、G
＼
円
ヘ
ニ
ロ
炉
問
一
ロ
ロ
2
4
t♂
匂
ハ
ズ
ピ
山
巧

π［

L

ハ

戸7
一
山
2
（
ぐ
と
】
ロ
ラ
ロ
出
。
門
別
一
y
y
H
T
同
三
回
け
さ
ま
】
ド
ガ
ロ
Z
A剖
PF
口
印
え
HC門出川
U

三
－
宵
同
〔
判
r
L
2
2
2
M
知
正
（
AGEd）のど↓
0
】
円
と
っ
と
M
何
〕
三
四
社

F
2
C同

【

Z
Z一
氏
〉
七
三
品
、
一
AWお允ユヰ】「
Y

E
コ｛〉｝キ｝／～

JL
一×

r
｝
〉
「
｝
｛
〉
｝
】
〔
一
昨
今
ど
｛
宍
（
HJK
「
Jtr
〉
ア
一
一
）
勺
（
｝
｛
丈
〈
日
旬
ム
ヱ
士
｝
出
（
い
え
）
戸
川
）
守
、
－
A
Hお。

（
安
い
品
川
ケ
パ
電
郡
山
レ
一
そ
の
他
的
部
川
i
l
y

内
会
計
付
加
は
う
ち

L
7
0
ん
、
口
店
化
対
象
需
要
Yけ
と
子
の
怖
の
山
治
安
苫
に
川
対
す
る
山
帆

lv
い
つ
＼
一
ト
弘
会

計
ヘ
A
駐
日
か
求
め
い
り
ふ
バ
。
c

さ
ん
い
、
次
一
ャ
、
指
令
は
、
持
抗
日
ー
が
一
紛
争
解
ル
ハ
」
の
口
め
乃
見
日
間
認
を
花
街
寸
乙
こ
と
を
江
め
乙
第
一
刀
山
相
官

9 

c 

' ' " 〆一、

4
1
 

（町一

T
5
0
リ

A
A別
的
判
務
L
7
品目
γ

江
川
点
、
持
ん
じ
長
江
現
」

（

ι＼
γ
ク
七
ス
j
衣
蒋
付
け
ゐ
一
周
目
別
T
F
A
－－
H，H
L
H
v
m
H
Z～ト
R
2
1に、

一、↑
f

ク
ト
ス
ヘ
ヰ
↑
U
－
4
一
観
念
じ
な
い
一
ギ
給
ヘ
与
間
以

七
乃
夫
、
一
八
走
。

y
ク
ヒ
ス
の
父
渉
を
義
務
付
け
の
「
父
性
型
j
F
A
、
そ
し

Z
5
2
M
2
2
コ
）
一
の
一
っ
か
じ
、
川
氏
の
選
以
を
伝
め
る
九
情
説

沿
うシ
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ヘ
ロ
仇
次
川
市
中
に
つ
一
し
＼
柴
出
m
F
I
E
T丸
一
お
け
令
市
場
え
配
力
の
汁
ン
ト
U

ル
に
電
力
じ
主

J

／
ユ
リ
ス
ト

1
〕
八
百
ハ
一
一
ハ
一
（
ノ
一
じ
／
「
一
九
九
一
mm

ベミ一
J

ま
に
「
同
同
y
h
L
Y

一
超
え
た
7
7

ケ
セ
ノ
、
寸
】
則
（
国
是
己
1
3
H

（
何
（
）
お
話
、
山
一
）
三
一
。
川
だ
き
れ
た

（
日
～
（

P
2
2
1
2
5
4
L
V
2
2
5
v
g丘、

E
C千
竺
ま
七
、
加
担
問
視
制
絞
悶
が

nH山
に
奉
加
す
る
一

C
E
E
R
2
2
一一一一一二？とさい
V
Eニ

何ド
wmHm〈
H
N

主
己
E
v
R）
」
九
九
F
υ
一
さ
れ
た

E
H
C
R
G
J一C
E
E
R
内
情
此
は
、
被
版
、
活
動
は
は
は
主
な
！
パ
ノ
、
中
缶
、
仁
E
i
R
U
E

D
G
E
む
の
作
主
部
会
｝
レ
亡
快
眠
オ
る

へ
号

第
一
次
応
令

（

」

J

ご
ノ
デ
；
別
一
調
査

二
九
一
（
ハ
）
六
ふ
一
か
ら
開
始
さ
れ
た
零
れ
八
豆
町
中
総
日

1
J

に
よ
る
ャ
ぺ
ケ
タ
；
別
調
査
は
、

0) 

閃
2主
門

.• i: 
γ ♂ 

千崎 巾

'- 上初_,_ -＇、
／司、ノJ

附
ーレ

時
σ〉
；言

巾
地
生
f
午
、

円
件
、

料
全
、

しつ

ハ
ラ
ン
ン
ン
ゲ
市
場
な
ど
に
つ
ド
で
、
幻
二

れ
し
「
ん
川
弘
、

々
日
川
向
日
州
市
場
に
つ
い
て
、

あ
り
日
れ
も
新
規
多
マ
ヘ
若
は
、

他
の
川
山
明
l

川
同
い
の
ほ
訂
ド
一
主
主
刊
、
み
の
う
た

し
か
し
第
二
次
這
令
に
「
三
ご

ET ：に j0•c i'.o立IJ;:j場合、・I・

t
、
ヨ
境
吋
取
コ
フ
ば
？
分
L
M広
γ
八
戸
れ
L

ぷ
か
コ
ナ
れ
ョ
成
時
刊
述
。
一
ハ
に
つ
き
、

既
JhnH
主
警
告
は
送
電
吉
間
以
拡
に
へ
の
イ
ノ
七
ン
一
T
p
f
ブ
を

存
E
ボ
H
止
を
迎
山
と
｝
た
一
点
…
マ
事
長
苔
に
よ
る
γ
ヶ
七
ス
h
J
e
j
h
刀
L
は
し
は
問
題
こ
右
っ
た
。
ま
た
、
古
関
直
ご
い
に
規
制

山
市
山
町
ほ
お
よ
げ
送
吊
が
呉
な
り
、

山
取
引
の
ぷ
透
羽
生
日
？
回
収
間
取
引
の
除
古
に
な
っ
て
い
る
L

指
摘
さ
れ
た
υ

日

加
問
M
Wいに

t
る
弘
芹

f
業
什
の
h
M

ヘ一一
1
1
J
h

門
店
品
と
な
っ
た

J

規
制
自
民
お
よ
び
吋
早
川
の
犯
逮
は
、

さ
ら
い
、

J
J人
八
十

k
r
貼
仰
を
浬

相
盟

E
問
の
市
場
構
造
や

J
；
〆
一
、

l
J
1
7
 り

－
刊
Jω
屈
に
周
ん
わ

こ
の
よ
う
な
事
象
が
ど
ク
タ

l
引
制
作
の
背
京
に
打
付
し
た

ピ
ク
タ
1
町川村州
J
h
l

で
出
旧
同
相
さ
れ
た
沢
刀
市
場
の
諜
町
叫
に
刈
処
ヲ
ふ
も
の
で
あ
る
）
市
＝
次
指
令
は
、

第
＝
次
出
制
令
は
、

E
U
の
1
唱
力
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巾
有
二
お
T
7
J
宗
門
担
！
こ
｝
ィ

f
J
L
j
』
二
一
ロ
一

J

ノ
ト
ヴ
ャ
ク
ヘ
の
非
三
別
的
な
ア
ん
／
七
ス
の
必
受
性
、
勺
山
川
淵
同
汁
一
り
現
制
仁
つ
い
て
収
放
の
岳
山

性
を
治
指
J－7
2
Q
J

ま
た
zU
力
、
の
安
定
供
給
に
、
ハ
パ
一
升
境
問
刊
連
兵
一
の

そ
の
［
ご
第
一
次
指
令
は
、
実
効
的
な
ア
ン

ゴ
桐

パ
ン
ド
ル
、
ぷ
明
井
靖
明
機
関
川
リ
独

υ一
性
の
流
促
、

E
U
M
M精
機
巧
の
一
日

υ
、
T
Q、
一
り
閣
の
ほ
M
M改
昔
、
そ
し
て
一
所
烹
者
深
夜
に
つ
い

亡
、
ヌ
体
的
施
京
を
一
不
す
n

げ
市
一
次
指
令
は
、
斗
初
、

／ー、
＼ノ

ー
一
月
一

J

古
川
刈
法
化
の
矧
担
2
L
t
h
一

二
一
）
ア
〆
バ
ン
k
l
ル

第
＝
次
指
令
は
、
一
切
加
盟
区
間
戸
誌
を
定
え
た
供
料
、

な
主
治
い
よ
心
状
給
が
最
裂
な
と
こ
ろ
、
、
山
屯
部
門
M
v
E
Jは
統

ム
企
業
ー
か
ら
州
知
l
J
し
て
い
な
け
れ
ば
、
送
電
部
門
の
運
用
お
よ
U
送
電
糾
へ
の
投
資
に
コ
い
て
ふ
み
か
け
7
L
ふ
と
す
る

ヂ
こ
一
で
第

j

次
指
令
は
、
送
電
部
門
に
つ
き
、
第
二
次
店
令
ま
で
の
余
計
分
取
、
機
能
分
離
、
状
的
分
舶
を
i
nい
る
グ
ノ
ン
パ
ン
た
ル
の
実
行
を
加
監

司コ－
P
ハ
うJ
－

u

f
l
J
b
i
’
 

信長亨
そ司

の
選
択
肢
は

」
で
為
る
、
一
一

5
0
が山
T

一
定
制
を
所
匂
じ
管
刑
す
る
？
ム
S
O
の
狽

「
「
所
有
ハ
刀
椛

す
位
い
を
求
め
る
に
お
二
次
冷
令
－
J
可
能
C
あ
っ
た

が
桂
子
u
訟
め
な
い
｝

的
主
分
祉
に
お
い
て
、

T
S
O
 
送
疋
紅
の
所
来
い

苫
）
い
ア
送
υ
匝
紙
に
か
か
る
投
去
を
行
な
う
一
第

一円山
z師
ム
了
九
条
月
三

第
一
丹
選
択
肢
は
、
「
1
5
0

2
2
2ご
♀

V
2己
C
門
）

で
あ
る
こ

I
H
G
h
J
送
尾
市
門
を
管
辺
す
ム
v
i
s－
υの
鋲

J

仰
を
求
め
る
ヮ
送
電
精
力
ャ

I

川
右
に
つ
い
て
は
、
第

次
情
ん
下
い
L
K
い
、
克
電
・
小
tu下
wTれ
か
ら
の
法
的
分
維
を
求
め
る
の
み
で
あ

る
n

I

δ

ひ
が
滋
1
司
部
門
に
カ
か
る
政
資
日
一
μ
阿
を
治
定
し
、
辺
屯
川
川
町
有
者
が
資
金
ガ
ー
を
負
担
す
h
v

（
第
一
次
指
令

ーこ

L

0

4イ
い
九

r
一

第
の
一
喧
択
作
品
は

I
1
0
 

rあ
ん
そ

E
T
O
が
送
屯
制
を
－
川
二
一

L
雪
舟
？
一
ヲ
る
に

ロ
〔
｛
伶
℃
内
尚
己
。
ロ

rch山口
刀
ロ
ピ
小
山
小
ふ
戸
O
ロ

持
株
会
社
形
践
は
可
能
で
あ
る
ヂ
、

I
1
0
の
州
出
力
也
を
求
め
る
〈

具
体
的
に
、

i
r
oに
は
恥
枠
山
崎
同
心
設
笠
が
求
心
b

れ
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F

《
｛
け
入
d

ツ／，

z
J
l

（
〕
糸
台
、
ま
た
梓
別
一
七
お
を
町
ん
か
屯
す
る
た
め
の
コ
ン
ブ
勺
イ
日
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
む
一
ル
ン
、
そ
の
主
↓
ー
や
一
ー
ン
／
ヲ

f
F

（
川
同
次
猶
〈
ド
二
一
九
ヘ

シ
ス
オ
ソ
ノ
ー
什
に

r
h
kさ
ゼ
ブ
守
い
が
求
め
ム
れ
る

ー
γ
Oが
送
一
自
制
に
か
か

配
弓
山
間
リ
ん
、
小
光
部
門
に
カ
か
る
ア
ン
バ
ン
ド
ル
は
い
で
っ
か
「
第
一
次
北
令
は

υ
s
o
 

相
治
、

E
』
じ
決
定
に
つ
い
ご

垂
直
続
行
企
業
十
打
独
f

止
し
て
い
る
こ
と
を
求
め
る
ム
丹
灯
、
一
引
↑
村
山
分
離
は
ぶ
則
一
九
い
す
る

へ
川
市
二
次
桁
〈
I

二
六
条
一
ヨ
コ
紀
末
純
へ

の
非
主
初
計
な
T
Lア
ピ
ス
は

幅
持
が
大
き
な
汁
思
ト
い
な
h
べ
な
い
～
一
と
か
り

川
井
巴
一
同
州
じ
か
か
h
v

そ
れ
よ
ハ
リ
も
大
さ
な
時
期
」
じ
な
い
わ
v

ザ／

r、

'・' 
が
求
付、 1ω（ノづ

らた
il 
たでそ
こ竿
と
lニ垂
な I白
しミ五統
c ノ、

じっ
進
［ 
品

卸
カマ

指
引ペ
ミ

11 
る
沿
グ〕

の

E
1
の
屯
？
リ
市
場
げ
は
布
に
お
い
て
小
売
却
山
内
内

γ
〆
パ

bつ

J
4
3義
官

＼

3
7
4市

17ιrr

法
r

一
一
次
冷
令
に
半

7
2王
じ
、
引
停
国
対
一
制
問
山
間
は
、

そ
の
組
殺
お
よ
び
権
限
を
大
き
く
具
に
？
〕
ご
む
り
、
域
川
一
の

帯
一
い
（
ぷ
’
規
制
を

小
刊
誌
に
し
て
い
人
／
υ

そ
こ
f
～

E
R
G巳
G
に
代
わ
る
七
仁
レ
て
ル
む
の
新
た
な
伐
院
と
ヲ
〕
げ
に

A
じ
E
Rが
制
限
xJυ

A
じ

ι

日
は
，
J
小

野

f
l

運

宣

｜

加
同
国
税
制
機
闘
か
ら
独
す
し
た
組
俄
で
あ
る
）
川
境
問
灯
、
引
に
か
か
る
特
定
問
題
仁
っ
き
、
拘
一
胤
ハ
ハ
あ
る

ET ：に j0•c i'.o立)J;i1場合、・I・

A
A
C
寸
止
は
、
い
山
間
ョ
淳
司
機
河
川
協
ゎ
ケ
ド
r
J
ι

議
J

ヲ
ム
ω
と
L

も
に
、

一コ
t

｜
可
乃
吹
刊
ン
く

ψ
で
わ
，
美

一

1
l
E
C
L
J

一

J

：（
1

Y

一
山
続
的
技
安
二
酬
を
パ
げ
迎
L
r
J
Q
D

いh
u
m
川
町
内
税
制
博
司
に
つ
い
て

訴
た
に
改
訂
か
ら
の
独
立

2
J

也、
ιυ
ヘ
r
ト
l
占

μ川
刈

J
J
J
4
7／

l

（
政
治
的
独

υ
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